
 

 

 

 

 

新型コロナウィルスの感染拡大に歯止めがかかりません。「第 7波」と指摘が上がっている中、何とか

1学期終業式をむかえられ少しは安心しています。この 1学期を振り返ると、３年ぶりに修学旅行・運動

会という大きな学校行事を１学期に終えることができ、校長としてやれやれという気持ちです。 

さて、夏休みのしおりに生徒会長の姜さんが書いた文章に、「夏休みは何かに“本気”になって力を注

いでほしい」、「もう一回がない夏休みで、明確な目標を決め、全力で取り組み、１学期の自分よりレベル

アップできるよう頑張ってみては」と書いています。３５日間の夏休みでレベルアップを図るには計画が大

事です。休憩の時間はあっても構いませんが“本気”になって何かに取り組む姿勢は忘れないでくださ

い。 

「実力の差は努力の差  実績の差は責任感の差 

人格の差は苦労の差  判断力の差は情報の差 

真剣だと知恵が出る 中途半端だと愚痴が出る いい加減だと言い訳ばかり 

本気でするから大抵のことはできる  本気でするから何でも面白い 

本気でしているから誰かが助けてくれる」 

このことばを読んでみてどう思いますか。３０年位前に信州の民宿で飾ってあったことばです。店主に

誰が語ったことばですかと聞くと、作者不明と聞きました。今も何かにつまずくと、このことばを思い出す私

が大事にしていることばです。 

 

【ちょっと良い話】 

ラグビー部３年生 矢守 勇生 君、小野 寛太 君、島崎 壮汰 君、城本 大輔 君、手崎 

颯志 君、丸山 隼汰君、吉田 琉晟 君の７人が令和４年度前期大阪府中学校選抜に、３年生 

宮本 佳寿 君、２年生 冨永 竜希 君の２人が大阪市中学校選抜に選ばれました。 

７月２９日より岐阜県数河高原で開催される第４３回関西中学生ラグビーフットボール大会

及び第２４回関西中学生ラグビーフットボールジャンボリーに出場します。頑張ってきてくだ

さい。 

大阪市立東生野中学校長 川田 浩二 
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